
津谷地区
津波総合防災訓練について

令和６年１０月２９日（火）



令和６年３月１１日（月）
鎮魂の日　講話

震災から１３年

「つなみてんでんこ」などの教えは
伝わっていない



【ホヤぼーやの津波防災のポール】（金子橋）
根元には標高９．４ｍ、途中３．１１津波ここまで！と青色と白色の区別で表記

現在の最大の津波の想定では、３．１１　＋　３．７ｍ



学校にいる時間

　　９時間×２００日＝１８００時間

家庭・地域にいる時間

　２４時間×３６５日＝８７６０時間

１８００時間／８７６０時間×１００％＝２０．５５％

学校にいる時間　　　　約２割
家庭・地域にいる時間　約８割



東北地方太平洋沖地震
（東日本大震災）

震源域と余震分布（2011年3月13日）  



東北地方太平洋沖地震のアウターライズ地震は

いつ起きてもおかしくない

1896年　明治三陸地震（明治三陸大津波）　M8.2　

　↓　３７年後

1933年　昭和三陸地震（昭和三陸大津波）　M8.1
明治三陸地震のアウターライズ地震と言われている



Ｍ７震源域の間に「未破壊域」存在か　  

東北大災害研、警戒呼び掛け　　　　　　　 2022年3月23日 6:00 

　宮城、福島両県で最大震度６強、マグニチュード（Ｍ）７・４を観測した１６日の

地震について東北大災害科学国際研究所は２２日、調査報告会をオンラインで

開いた。遠田晋次教授（地震地質学）は、今回を含む三つのＭ７級地震の推定

震源域に挟まれる形で断層の「未破壊域」が存在する可能性を指摘し、今後も

地震への警戒を呼び掛けた。 

　三つの地震は今回と昨年２月１３日のＭ７・３、２０１１年４月７日のＭ７・２で、

それぞれの推定震源域は図の通り。いずれも東日本大震災の本震の影響で発

生したと考えられ、震源は陸側プレート（岩板）に沈み込む太平洋プレートの内

部だった。 

　三つの推定震源域の間にある領域に関し、遠田教授は「ひずみの変化を計算

すると、非常に力が加わっている。周囲のプレート境界も同様に影響を受けてお

り、地震の誘発に注意が必要だ」と語った。



最も新しいのは、
令和４年５月　宮城県作成
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「先人の教え」　　今でも十分大事なこと

教え1

「地震が来たら、津波の用心」
教え2

　「つなみてんでんこ」



「津波避難の3原則」　　片田敏孝　東京大学情報学環特任教授

その1　「想定にとらわれるな」
自治体が作成するハザードマップですら、信じきってはいけないということ。１つの参考としてとらえる  

その2　「最善を尽くせ」
「ここまで逃げれば」と考えるのではなく、逃げられるところまで全力で逃げ続けることが大事  

その３　率先避難者たれ


